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2 基調講演◆世界の言語から見た日本語・日本語から見た世界の言語
　今日は「世界の言語から見た日本語・日本語から
見た世界の言語」という題でお話ししたいと思いま
す。先ほど所長のあいさつの中にもありましたが、日
本語とほかの言語を比較して、日本語はこんな言
語なのかなということをお話しできたらいいなと思い
ます。
◆私の研究分野
　私がどのようなことを研究しているかというと、一
つは、オーストラリア原住民の人たちの言葉で、主
に東北部のワロゴという言語と、西北部のジャルと
いう言語とワンジラという言語を研究しています。ワ
ロゴという言語は1971年から74年まで調査しまし
たが、最後の話者は1981年に亡くなってしまい、そ
の言語は消滅してしまいました。しかし、現地では
2000年ごろから、祖先の言語を勉強したいという動
きが始まり、私も依頼を受けて、2002年から、その子
孫の方たちにワロゴ語のレッスンをしています。西北
部のジャル語という言語も、話者は多くて数十人、ワ
ンジラという言語は話者が2～3人程度で、この言
語も消滅の危機に瀕しています。
　二つ目は、言語類型論です。これは世界のいろ
いろな言語を比較して、どういう点に共通点がある
か、また、どういう点が違うのかということを調べると
いう研究です。
　三つ目は、言語消滅危機と言語再活性化です。
今お話ししたとおり、私がオーストラリアで調べた言
語は消滅してしまった、あるいは消滅の危機に瀕し
ている状況です。実は世界各地の少数民族の言
語はそういう状況にあります。言語消滅危機と言語
再活性化という分野では、言語はどういうプロセス
で消滅していくかということを研究し、あるいはいっ
たん消滅した言語や消滅の危機に瀕している言
語を再活性化する、もう一度その言語を話すように
するにはどういう方法があるのかということを研究し
ています。
　今日は主に、オーストラリア原住民語と言語類型
論の観点から日本語を中心としてお話しします。言
語消滅危機と再活性化の観点からも少しお話しし
ます。
◆日本語教育とマオリ語・ハワイ語
の言語再活性化運動
　ニュージーランドのマオリ人が言語再活性化運
動を行っています。ニュージーランドでは英語が広
まり、マオリ語が消滅の危機に瀕していて、1970年
代頃から、祖先の言葉、マオリ語を話そう、守ろうと
いう言語再活性化運動が起こりました。ニュージー
ランドは言語再活性化運動が世界で最も進んだ
国です。その方法を研究するために私は2001年に
ニュ ジー ラーンドへ行きました。
　その人たちが使っている一つの方法は、英語で
はLanguage immersionと言うのですが、日本語
に訳せば「言語に浸す」、あるいは「言語に漬け
る」というものです。これは、学ぼうとする言語だけ
を話すという方法です。例えば1週間くらい合宿す
3るとします。その間は、英語を話してはいけない、マ
オリ語だけを話しなさいということになります。これは
つらいです。例えば皆さんが外国語、英語か何か
を習っているとします。合宿に行って、「この合宿中
は英語だけ話しなさい。日本語は話してはいけませ
ん」と言われたら、つらいですよね。そういう合宿なの
です。大変つらいけれども、非常に効果が上がるそ
うです。
　私の知人で大学の先生でもあり、かつ教会の牧
師さんでもあるRangi Nicholson師という方がい
らっしゃいます。マオリ人ではありますが、英語しか
しゃべれなかったのです。二十歳ぐらいのときに合
宿に行ってマオリ語の勉強を始めました。非常につ
らかったそうですが、今では非常に上手にマオリ語
をお話しになります。その方から聞いた話ですが、な
んとこの言語漬けの方法は、日本語教育が起源だ
そうです。アメリカの語学学校で、皆さんも名前を聞
いたことがある語学学校です。そこで日本語を教え
るときに、こういう方法を取ったそうです。日本語を習
いに来ている人たちに、この時間帯だけは英語を話
してはいけない、日本語だけを話しなさいという訓練
をして、随分その効果が上がったそうです。マオリの
人たちが、自分たちの言語を再活性化するときに、ど
ういう方法がいいかと考えて、この方法をまねたそう
です。
　今、ハワイでも言語再活性化運動が盛んになっ
ています。この会場にも、ハワイに行ったことのある
方が随分多くいらっしゃると思うのですが、私たち観
光客が行く所ではハワイ語は話していません。消滅
してしまったのですが、場所によってはハワイ語を
復活しようという運動が盛んで、ある島では、ハワイ
語を話しているそうです。やはりハワイの人たちも、
ニュージ ラーンドのマオリの方法をまねして、言語漬
けにして、ある時間帯、授業中だけ、あるいは週末
だけ、合宿中だけはハワイ語を話して、英語を話さ
ない方法を取ったそうです。
　日本語教育の方法がニュ ジー ラーンドやハワイの
少数民族の言語の再活性化運動に役立っている
ということには、本当に私も驚きました。日本語教育
が思わぬところで貢献している例です。
写真1
写真2
（写真１）
１９７４年９月、オーストラリア、クイーンズランド州、パー
ム島。故アルフ・パーマー(Alf Palmer)さん（右）と角田太
作（左）。
故アルフ・パーマーさんはワロゴ語の最後の話者でした。
（写真２）
２００２年３月、オーストラリア、クイーンズランド州、タ
ウンズビル市。後列：レイチェル・カミンズさん(Rachel 
Cummins)（右）、角田太作（中）、ジョン・カミンズさ
ん(JohnCummins)（左）。前列：ターリア・カミンズさ
ん(Tahlia Cummins)（右）、 ミーラン・カミンズさん
(Mheelin Cummins) （左）。
この写真はワロゴ語のレッスンの後に撮影しました。レイ
チェル・カミンズさんは故アルフ・パーマーさんの孫娘であ
り、また、ワロゴ語復活運動の中心人物です。ジョン・カミ
ンズさんはレイチェル・カミンズさんの夫であり、ターリア・
カミンズさんとミーラン・カミンズさんは二人の娘です。
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◆外国語から見た日本語
　今度は、外国語から見た日本語についてお話し
します。実は、外国語を見ることで、日本の理解は深
まることがあります。少し例を見ていきましょう。
１.所有物の分類（その1）
　私が1970年代前半、メルボルンのモナシュ大学
の修士課程の学生だった時に、ワロゴという言語を
調査していて、所有物である体の部分などに、二つ
の種類があることに気が付きました。以下の2種類
です。
　（あ） 普通所有物 ： 普通、大半の人が持っている
もの。頭、目、腕、腹、体毛、足、など。
　（い） 非普通所有物 ： そうではないもの。ひげ、白
髪、にきび、たんこぶ、など。
　2種類の所有物のうちの一つは、普通所有物、
即ち、大半の人が持っているものです。例えば、手、
足、頭、腹あるいは体の毛など、腕、目もそうです。
非普通所有物は大半の人が持っているとは限らな
いもので、持っている人もいるし、持っていない人も
います。例えばひげです。私はひげが生えています
が、ひげのない方もいらっしゃいます。そして、白髪
です。私は白髪がありますが、白髪でない方もいらっ
しゃいます。にきび、たんこぶなどもそうです。ある人
もいるし、ない人もいます。というわけで、体の部分な
どは、大半の人が持っているものと、そうとは限らな
いものの2種類に分類できることに、1973年頃に気
が付きました。この区別には、もともとワロゴという言
語で見ていて気が付いたのですが、いろいろとほ
かの言語にも、これが反映しているようです。
２.ワロゴ語
　ワロゴ語の話をする前に英語の話をした方が分
かりやすいと思い、まず英語の例を見てみます。悪
い思い出があったりして英語の授業を思い出したく
ないという人もいらっしゃるかもしれませんが、ちょっ
と思い出してください。中学校や高校の英語の授
業のときに、疑似過去分詞を習いました。どういうこ
とかといいますと、ちょうど動詞の過去分詞を作るよ
うな感じで、名詞に-edをくっつけると、「～を持った、
～を持っている、～がある」という形容詞を作るわけ
です。
　（1） a bearded man　「ひげのある男、ひげの男」
　（2） a pimpled boy　 「にきびのある少年、にきび
の少年」　
　例えば、beardは「ひげ」です。Beardedと言うと
「ひげのある、ひげを持っている」という意味になり
ます。 A bearded manと言うと「ひげのある男、ひ
げの男」です。Pimpleはにきびです。 Pimpledと
言うと「にきびのある、にきびを持った」になります。A 
pimpled boyと言うと「にきびのある少年」あるいは
「にきびを持った少年」「にきびの少年」になるわけ
です。つまり、名詞に-edをくっつけると「～を持った、
～のある」という形容詞ができるわけです。
　同じように、私が調べたワロゴ語にも似ている接
辞があるのです。子音の後は-ji、母音の後は-yiと
発音は少し変わりますが、基本的に英語の場合と
同じように「～を持っている、～を持った、～がある」
という意味です。面白いことに、大半の人が持って
いるものとそうでないものの場合で意味が違うので
す。これは驚きました。実はこれがきっかけで、体な
どの所有物の二つの種類の区別に気が付いたわ
けです。
 （あ）非普通所有物の例
  （3） jalbar-ji ひげ - 持った
 「ひげをもった、ひげのある」
5  （4） birngga-yi　 白髪 - 持った
 「白髪を持った」（老人を指す。）
  （5） goymbirra-yi　胸の傷 - 持った
  「胸の傷を持った 」（成人式を
経た男子を指す。）
  （成人式で男子の胸に傷をつ
ける習慣があった。）　　
 （い）普通所有物の例
  （6） bolo-yi 腹 - 持った　
　　　　　直訳 ： 「腹を持った、腹のある」
　　　　　意味 ： 「満腹だ、下痢をしている」など
  （7） jina-yi 足 - 持った　
　　　　　直訳 ： 「足を持った、足のある」
　　　　　意味 ： 「足が痛い、足が疲れた」など
  （8） jinggo-yi 体毛 - 持った
　　　　　直訳 ： 「体毛を持った、体毛のある」
　　　　　意味 ： 「毛深い」
 即ち、「普通の人より、毛が濃い。」
　まず、非普通所有物の例をみましょう。（3）の
jalbarは「ひげ」です。Jalbar-jiと言うと「ひげのあ
る、ひげを持った」という意味です。（4）のbirngga
は「白髪」です。Birngga-yiと言うと「白髪のある、
白髪を持った」老人のことです。（5）について、残念
ながら今日は写真をお見せすることができないので
すが、オーストラリアでは伝統的に男子は成人式が
済むと、胸に傷を入れるのです。男の場合は、それ
が成人式を済ませた一人前の大人である証拠な
のです。その傷のことをワロゴ語でgoymbirraとい
います。Goymbirra-yiと言うと、そういう「胸の傷を
持った人」、すなわち成人式を終えた男子という意
味です。そうしますと、非普通所有物の場合、即ち、
大半の人が持っているとは限らないものの場合に
は、ただ「～を持った」という、ただそれだけの意味
です。文字どおりの意味です。
　今度は、普通所有物の方に行きます。大半の人
が持っているものの場合、意味が違うのです。先ほ
どお話ししましたが、ひげや胸の傷など、大半の人
が持っているとは限らないものの場合には文字どお
りの意味です。しかし、大半の人が持っているもの
をあえて「～を持っている」と言うと、意味が変わっ
てしまうのです。「普通ではない」という意味に変わ
ります。
　例えば（6）のboloは「腹、お腹」です。大半の
人は持っていますね。Bolo-yiと言うと、直訳すれば
「腹を持った、お腹を持った、お腹のある」という意
味なのですが、これが本当に表すのは、「お腹の
具合が普通ではない」という意味なのです。例えば
「満腹だ」、あるいは「下痢をしている」などの意味
です。意味が変わってしまうわけです。
　それから、（7）のjina「足」です。大半の人は足
があります。Jina-yiと言うと、直訳すれば「足を持っ
た、足のある」という意味なのですが、本当にこの
表現が意味するところは「足が普通の状態ではな
い」、つまり「足が痛い、足が疲れた」状態を表すわ
けです。
　（8）のjinggoは「体に生えている毛」です。大半
の人は持っています。Jinggo-yiと言うと、直訳すれ
ば「体の毛を持った、体の毛がある」という意味な
のですが、この場合は「体の毛が普通よりも濃い、
普通よりも毛深い」という意味になってしまいます。
　今まで見たことをまとめますと、ワロゴ語にはちょう
ど英語の-edに当たるような「～を持った」という表
現を作る接尾辞があります。大半の人が持っている
とは限らないもの、例えばひげ、にきび、たんこぶ、白
髪などに用いるときは文字どおりの意味です。ところ
が、大半の人が持っているようなものについて、あえ
て「～がある」と言うと、「普通ではない」という意味
に変わってしまうわけです。
　なぜかと考えてみました。例えば、会場の皆様に
向かって「はい、そこの白髪の方」「はい、そこのに
きびの方」と言うとします。大半の人が持っていると
6 基調講演◆世界の言語から見た日本語・日本語から見た世界の言語
は限らないものの場合だったら、そう言う価値があ
ります。ところが、大半の人が持っているものについ
て、「はい、そこの頭の方」と言っても、みんな頭はあ
りますから、言う意味がないのです。そういうときに
は、言うだけの価値がある意味に変えてしまう、「普
通ではない」意味に変えてしまいましょうということだ
と思います。
３.日本語
　体の部分などは、大半の人が持っているかどう
かで表現が違う、意味が変わってしまうことを話しま
した。私がオーストラリアのワロゴという言語を調べ
ていたのは、今から40年前のことです。その後、全く
同じことが日本語にもあることに気づきました。それ
が「～がある」という言い方です。まず例を見てみま
しょう。
 （あ）非普通所有物の例
  （9） （童謡）かあさん、白髪がありますね。タントン、
タントン、タントン。。。
  （10） 太郎さんはニキビがあります。
  （11） （童話：こぶとりじいさん）あのおじいさんはこ
ぶがあります。
 
（い）普通所有物の例
  （12） （野球の実況放送。かつての阪急ブレーブ
ス。）福本選手は足があります。
  （13） 花子さんは頭があります。
  （14） 花子さんは目があります。
  （15） あの大工さんは腕があります。
　非普通所有物の場合、即ち、大半の人が持って
いるとは限らないものの場合、先ほどのワロゴ語の
場合と同じで、文字どおりの意味です。例えば例文
（9）です。「肩たたき」という童謡で「かあさん、白
髪がありますね。タントン、タントン、タントントン」とい
います。「かあさん、白髪がありますね」は、ただ「白
髪があります」、それだけの意味です。特に白髪が
普通ではないという意味はありませんし、白髪が特
に長いなどという意味はないのです。例文（10）で、
「太郎さんはにきびがあります」と言った場合も、た
だそれだけのことです。特にそのにきびは普通で
はないなどの意味はないのです。例文（11）の「あ
のおじいさんはこぶがあります」は童話の「こぶとり
じいさん」について述べた文です。この場合も、た
だ「こぶがあります」、それだけの普通の意味でしょ
う。特別な意味に変わっていません。
　ところが、大半の人が持っているものの場合に
「～があります」と言うと、意味が変わってしまいま
す。例えば例文（12）をご覧ください。「福本選手は
足があります」という文です。この例文を見て、ぱっ
と分かる方はいらっしゃいますか。この中に、昔、プ
ロ野球のチームで福本選手が所属していたチー
ムを御存知の方はいらっしゃいますか。そうです。か
つての阪急ブレーブスです。ちなみにわが研究所
の所長と私は阪神ファンなのですが、実は福本選
手は阪急ブレーブスで世界の盗塁王といわれて、
盗塁数の世界記録を作った選手です。1985年頃、
あるとき、たまたま阪神の試合がなかったからかも
しれませんが、阪急ブレーブスの試合の実況放送
を聞いていたところ、アナウンサーが「ファー ストラン
ナーは福本選手、福本選手は足がありますね」と
言ったのです。私はそのときに、あっと思いました。
だって福本選手は幽霊ではないわけですから、足
があるに決まっているではないかと最初は思ったわ
けです。なぜ「福本選手は足がありますね」と言う
のだろうと思ったのです。要するに、福本選手はプ
ロ野球選手中でも走るのが速いという意味なので
す。なるほどと思いました。つまり、普通、プロ野球選
手はみんな足があるわけです。それを、しいて「あり
ます」といった場合には「普通よりも」という意味に
変わってしまっているのです。
7　例えば、（13）の文「さすが、花子さん、頭がありま
すね」と言った場合は、「花子さんは普通より頭が
良い」という意味です。そして、（14）の文「花子さん
は目があります」と言った場合も、「花子さんは何か
を見て判断する能力が普通よりも優れている」とい
う意味です。 （15）の文「あの大工さんは腕があり
ます」と言った場合は、「あの大工さんは普通の大
工さんよりも技が優れている」という意味です。
　そうしますと、オーストラリアのワロゴ語で、大半の
人が持っているとは限らないものを「持っています」
と言った場合にはただそれだけの意味だけれども、
大半の人が持っているものをあえて「持っています」
と言った場合には、「普通ではない」という意味に
なってしまうとお話ししましたが、日本語でも同じこと
があります。この「あります」がそうです。にきび、たん
こぶ、白髪など、大半の人が持っているとは限らない
ものの場合には、ただそれだけの意味です。ところ
が、足、頭、目、腕など、大半の人が持っているものに
ついて、しいて「持っています」と言った場合、日本
語の場合には「普通以上の能力、並以上の能力が
あります」という意味に変わってしまうわけです。
４.英語
　次は英語に行きます。英語は名詞に-edをくっつ
けて「～を持っている」という言い方があるという話
をしましたが、実はこれを使える場合と使えない場
合があって、よく見ると先ほどと同じで、大半の人が
持っているかどうかの区別が反映しているようなの
です。以下の例を見ましょう。
　接尾辞　–ed : 非普通所有物
  （16） a bearded man
　　　　　「ひげのある男、ひげの男」
  （17） a pimpled boy　
　　　　　「にきびのある少年、にきびの少年」
  （18） *an eyed girl
　　　　　直訳「目のある少女、目の少女」 
接尾辞 -y : 普通所有物
  （19） brainy 「（普通より）頭の良い」
  （20） hairy　「（普通より）毛深い」
  （21） leggy　「（普通よりも）脚のきれいな」
　どうも英語の-edは、大まかに言って大半の人が
持っているとは限らないものに使うようなのです。例
えば（16）のbeard、先ほど言った「ひげ」です。ひ
げのある人もいるし、ない人もいます。この場合の
a bearded manはただそれだけの意味です。「ひ
げの男」と言えるのです。あるいは、（17）について
は、にきびのある人もいるし、ない人もいますが、a 
pimpled boyと言えば「にきびの少年」、文字どお
りの意味と言えます。大半の人が持っているとは限
らないものの場合には、この-edが言えるのです。
　ところが、驚きました。大半の人が持っているもの
の場合には、-edは言えないのです。例えば、（18）
のan eyed girlは直訳すると「目のある少女、目の
少女」となりますが、実は、an eyed girlは言えない
のです。（言語学では、「こういう言い方は言えませ
ん」という印として*印を使います。）英語で名詞に
-edをくっつけて、疑似過去分詞で「～を持ってい
る、～がある」という言い方は、大まかに言うと、大半
の人が持っているとは限らないものの場合しか言え
ないのです。
　先ほどお話ししましたように、オーストラリアのワロ
ゴ語や日本語では、大半の人が持っているものを、
しいて「持っている」と言うと「普通以上、普通では
ない」という意味に変わってしまいます。では、そうい
う表現は英語には無いのかと思ってよく見たら、あり
ました。
　例えば、例文（19）のbrain「脳みそ」です。
Brainyは綴りではyを書きますが、発音はiでしょう。
大半の人はみんな脳みそがあるわけで、brainyと
8 基調講演◆世界の言語から見た日本語・日本語から見た世界の言語
言うと「脳みそを持った」という意味なのですが、実
は、この場合は「普通よりも頭がいい」という意味な
のです。 （20）のhair「体の毛」も同様です。大半
の人にはあるわけですが、hairyと言うと「普通より
も毛深い」という意味です。更に、 （21）のlegです。
大半の人はみんな足があるわけですが、leggyとい
う表現を用いて、しいて「足がある」と言うと、「普通
よりも足がきれいだ」という意味になってしまいます。
　英語のところをまとめると、こういうことが言えま
す。大半の人が持っているとは限らないものの場合
は-edなのです。例えば、a bearded man「ひげの
男」、a pimpled boy「にきびの少年」です。ところ
が、大半の人が持っているような場合だと-edは使
わず、-yを使います。Brainy「普通より頭がいい」、
hairy「普通よりも毛深い」、leggy「普通よりも足が
きれいだ」などです。しかもこの場合は「普通よりも」
という意味になってしまっているのです。
　体の部分などで、大半の人が持っているか、そう
とは限らないという使い分けは、今から約40年前の
1973年ごろに、もともと私がワロゴという言語を研究
していた時に気が付きました。後に、この使い分け
は日本語もあって、英語にもあるということに気が付
きました。日本語と英語とオーストラリアのワロゴとい
う言語は、随分違うように見えますが、実はこんな共
通の原理があることが分かったわけです。
　私は言語類型論という研究をしています。これは
世界のいろいろな言語を見て、どういう共通点があ
るか、どういう点に違いがあるかを見る研究分野で
す。ここでお話しした研究で、日本語、英語、ワロゴ
語を通して、体の部分などについて、大半の人が
持っているかどうかの区別が非常に表現に影響し
ているということがわかりました。多分皆さんが知っ
ていらっしゃるほかの言語でも、影響しているのだろ
うと思うのです。
◆日本語から見た外国語
　ほかの言語を見ること、例えばワロゴ語を見るこ
とによって、日本語の所有の表現「～がある」という
表現の理解が深まることをお話ししましたが、今度
は逆に、日本語からほかの言語を見ることによって、
ほかの言語の理解が深まるという例をお話ししたい
と思います。
１.所有物の分類（その2）
　また所有物ですが、私は敬語の表現の例文を
集めていました。もっと正確に申しますと、昭和天皇
のお体の具合が悪くなったのが1988年10月ぐらい
でした。昭和天皇のお体は具合が悪いという報道
がたくさんあり、「この敬語は少し変わっているな」と
感じました。私は、常に手元に紙と鉛筆を持って、テ
レビでニュースなどを見ていて、面白い例文がある
とメモして、そういう例文を集めておきました。それを
もとに所有物にランキングがあることに気が付きまし
た。以下のランキングです。
　「身体部分」は体、手、目、足、頭などです。「属
性」は身長や体重、体温、体の調子などです。「衣
図1　所有傾斜
9類」は身に着けている上着、ズボン、靴、眼鏡などで
す。お父さん、お母さん、おじいさん、おばあさんなど
は「親族」です。「愛玩動物」は家で飼っている猫
や犬などです。「作品」は、例えば職人さんが作っ
た工芸品や作家が書いた作品、小学校のお子さ
んが図工の時間に作った作品、私たちの場合は研
究者が書いた本や論文です。そして、「その他の所
有物」が続きます。昭和天皇に関する報道を見て
いて、ある種の敬語は、ランキングの高い方が言い
やすく、低い方が言いにくいことに気が付きました。
①日本語の敬語
　例えば、この敬語はもともと昭和天皇の御体調に
関する報道の例文から取ったのですが、仮の会社
の社長に変えておきました。
　身体部分（または身体）の例
  　（22） 社長のお体は元気でいらっしゃる。
　属性の例
　  （23） （社長が病気になった。しかし）社長のご
容態は落ち着いていらっしゃる。
  　（24）  社長のご体温はもとの状態に戻られまし
た。
　（22）の「社長のお体は元気でいらっしゃる」とい
う文は敬語です。これは、一見「お体」に敬意を表
したように見えますが、本当は「社長」への敬意で
す。こういう言い方が身体部分なら言えるのです。
それから、属性でも言えます。例えば（23）「社長の
ご容態は落ち着いていらっしゃる」と（24）「社長の
ご体温はもとの状態に戻られました」です。こうい
う、一見所有物に敬意を表しているように見えるけ
れども、本当はその所有者の方に敬意を表してい
る敬語は身体部の属性ぐらいでは言えるのです
が、ずっとランキングが下の方に来て、その他の所
有物になると言いにくいのです。例えば別荘、お鞄、
コンピュ ターー などは、図1の分類でいくと一番下の
「その他の所有物」です。
　その他の所有物の例
　  （25） ？社長の別荘は立派でいらっしゃいます。
　  （26） ？社長のお鞄は高級品でおられます。
　  （27） ？社長のコンピュ ターーはマックでいらっ
しゃいます。
　（25）の「社長の別荘は立派でいらっしゃいます」
とはあまり言わないですね。言いにくいでしょう。（言
語学では、「こういう表現は言いにくい」という印とし
て?印を使います。）（26）の「社長のお鞄は高級品
でおられます」も少し言いにくいですね。 （27）の「社
長のコンピュ ターー はマックでいらっしゃいます」も言
いにくいですね。
　こういう敬語は、一見所有物に敬意を表している
ように見えるけれども、本当はその持ち主の方に敬
意を表している敬語なのです。これは身体部分、属
性の方は言えます。「お体はお元気でいらっしゃる」
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などは身体部分の例です。「ご体温はもとの状態
に戻られました」「ご容体はこうです」などは属性の
例です。図1のランキングの左の方は言いやすいの
ですが、右の方に来て、特に「その他の所有物」に
なってしまうと、非常に言いにくいのです。そういうわ
けで、所有物のランキングがあることに気が付きまし
た。
　そうしたら、どうも所有物のランキングはほかの言
語にも反映しているようなのです。
②ワロゴ語
　例えばオーストラリアのワロゴ語を見てみましょう。
先ほど見た名詞にくっつけて「～を持った」という
表現を表すという接尾辞です。子音の後だったら
ji、母音の後ならyiという発音です。この接尾辞は、
「身体部分」「属性」「衣類」「親族」までは言える
のです。その下は、言えないこともないけれども、使
いにくい傾向があるようです。
　身体部分の例
　　（28） jalbar-ji   ひげ - 持った
　　　　　「ひげをもった、ひげのある」
　　（29） bolo-yi    腹 - 持った　
　　　　　直訳 ： 「腹を持った」
　　　　　意味 ： 「満腹だ、下痢をしている」など
　属性の例
　　（30） morran-ji 　病気 - 持った 
　　　　　「病気を持った、病気の」
　衣類の例　
　　（31） gambi-yi  衣類 - 持った  
　　　　　「衣類を持った、衣類を着た」
　親族の例　
　　（32） jolbon-ji   配偶者 - 持った 
　　　　　 「配偶者を持った、結婚している」
　はじめに身体部分を見ます。まず、（28）のjalbar
「ひげ」です。Jalbar-ji「ひげの、ひげがある、ひげ
を持った」と言えます。それから、（29）のbolo「腹、
お腹」も言えます。Bolo-yiと言うと、直訳すると「腹
を持った」ですが、表すところは「満腹だ、下痢
だ」。大半の人が持っているとは限らないものの場
合、ひげなどはそのままの意味ですが、みんなが
持っているものの場合は「普通ではない」意味に変
わるので、お腹の場合は「満腹である」「下痢をし
ている」になります。
　属性に行きましょう。（30）のmorran「病気」で
す。Morran-jiと言うと「病気を持った」「病気の」と
いう意味になります。
　今度は、衣類に行きます。（31）のgambi「衣類」
です。Gambi-yiと言うと、直訳すれば「衣類を持っ
た」で、「衣類を身に付けている」という意味です。
　親族でも言えるのです。（32）のjolbon「配偶者」
です。Jolbon-jiと言うと、直訳すれば「配偶者を
持った」、すなわち「結婚している」という意味です。
　この言語にちょうど英語の-edの疑似過去分詞
のような接辞があり、「身体部分」「属性」「衣類」
「親族」まで言えます。それより下は言えない、ある
いは非常に言いにくいです。
③英語
　実は英語でも同じようなことがあります。-edを調
べると、「身体部分」「属性」「衣類」までは言えて、
「親族」は言えないのです。ワロゴでは「親族」ま
で言えましたが、英語だと駄目です。
  身体部分の例　　　
　　（33） a bearded man
　　　　　「ひげのある男、ひげの男」
　　（34） a pimpled boy　
　　　　　「にきびのある少年、にきびの少年」
　属性の例　　　　
　　（35） a talented girl　
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　　　　　「才能のある少女」
   　（36） a good-natured man
　　　　　「良い性格の男」
　衣類の例　　
　　（37） a white-hatted cabman
　　　　　「白い帽子のタクシー運転手」
　　（38） a uniformed commissionaire　
　　　　　「制服の使い走り人」
　親族 ： 使えない。　
　　（39） *a wifed man
　　　　　意図した意味 ： 「妻のいる男」
　身体部分では問題なく言えます。例は（33）の
a bearded man「ひげの男」と（34）のa pimpled 
boy「にきびのある少年」です。
　属性でも言えます。例は（35）のa talented girl
「才能のある女の子」と（36）の a good-natured 
man「良い性格の男」です。
　衣類でも言えます。例は（37） の a white-
h a t t e d  c a b m a n「白い帽 子のタクシー運
転手 」と（ 3 8 ）です。（ 3 8 ）のa  u n i f o r m e d 
commissionaireの和訳「制服の使い走り人」は、
日本語の訳としてはあまり上手ではないと思うので
すが、辞書を見たらcommissionaire「使い屋、案
内人、守衛、送迎係、門衛」と書いてあったので、そ
ういう人で制服を着ている人です。
  このように、英語の-edは「身体部分」「属性」「衣
類」まで言えるのです。ところが、「親族」では言え
ないそうです。 （39）の、「*a wifed man」で意図し
た意味は「妻のいる男」ですが、これは言えないそ
うです。
　こうして見ると、接辞をくっつけて「～を持った」
という言い方は、ワロゴ語では「身体部分」「属性」
「衣類」「親族」まで言えるが、英語では「身体部
位」「属性」「衣類」までしか言えないという違いら
しいです。
④所有傾斜のまとめ
　まとめてみますと、私は、図1の「身体部分＞属性
＞衣類＞親族＞愛玩動物＞作品＞その他の所有
物」という所有物のランキングがあるだろうと考えた
わけです。先ほどの尊敬語で、「天皇陛下のお体
は元気でいらっしゃいます」と言うように、所有物に
敬意を表しているように見えるけれども、本当は所
有者に敬意を表している敬語は、日本語では左の
方が言いやすく、右の方に行くとだんだん言いにく
くなるのです。所有を表す言い方は、ワロゴ語では
「身体部分」「属性」「衣類」「親族」までで、英語
の場合は「身体部分」「属性」「衣類」まで言えま
す。昭和天皇の御体調に関する新聞記事などを
所有傾斜のまとめ
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基にして日本語に関して考えて、分かったことは、こ
のランキングは、ほかの言語にも反映しているようだ
ということです。少なくともワロゴ語と英語に反映し
ています。つまり、日本語からほかの言語を見ること
によって、ほかの言語の理解が深まったという一つ
の例です。
２.人魚構文
　先ほど所長からもご紹介があった「人魚構文」と
いうものは、私が名前を付けたのです。
　（40） 太郎は明日大阪に行く予定です。
　（41） 首相は米の輸入を認める見込みだ。
　（42） 日本人は正月を祝う習慣だ。
　例文（40）は、今日のフォー ラムのポスター にある
のですが、「太郎は明日大阪に行く予定です」とい
う言い方は、皆さん、普通、聞きますね。全然変わっ
た言い方ではないでしょう。 （41）「首相は米の輸
入を認める見込みだ」も日本語として自然でしょう。
これは少し古い例文ですが、今の首相ではなく
て、ずっと前で、誰のときか覚えていませんが。 （42）
「日本人は正月を祝う習慣だ」も日本語として自然
でしょう。
　これらの文について、私はふと、この文は何かお
かしいのではないかと思ったのです。私がおかしい
と思ったきっかけは、こういうことです。私はもちろん
日本語も研究していますが、もともとはオーストラリア
の言語を研究していて、出発点が違うのです。私
がもともと日本語専門で研究していたら、気が付か
なったかも知れません。ほかの言語を回り道してき
たために、「この文はおかしいのではないか」と思っ
たのです。
　なぜおかしいかというと、理由は二つあります。ま
ず、意味の点です。（40）「太郎は明日大阪に行く
予定です」と言うけれども、太郎は予定ではありま
せん。人間ですから、考えてみればおかしいです。
（41）「首相は米の輸入を認める見込みだ」もおか
しいです。首相も人間で、見込みではないです。更
に「日本人は正月を祝う習慣だ」もおかしいです。日
本人は人間で、習慣ではないです。よく考えてみた
ら、この文は意味の点でおかしいわけで、それが一
つ目の理由です。
　それから、文の構造の点でも、私はおかしいなと
思ったのです。もしかしたら皆さんは中学校や高校
でこういう文法の言葉を習ったかもしれません。動
詞述語文、名詞述語文です。動詞述語文は、例え
ば「花子さんは昨日本を買いました」「花子さんは
昨日本を読みました」、あるいは「花子さんは昨日仙
台に行きました」のような文です。「行きました」「買
いました」「読みました」という動詞が述語で、これら
の文を動詞述語文と言うわけです。一方、「花子は
学生だ」、あるいは「花子は学生です」「所長は阪
神ファンだ」「所長は阪神ファンです」のような文が
あります。これは名詞述語文と言うわけです。
　そうすると、先ほどお話しした文は、動詞述語文
と名詞述語文を併せたような文なのです。前半の
「太郎は明日大阪に行く」「首相は米の輸入を認
める」「日本人は正月を祝う」は動詞述語文で、後
半の「予定だ」「見込みだ」「習慣だ」と名詞述語
文みたいです。これらの文は奇妙な文です。上半
身が動詞述語文、下半身が名詞述語文で、いわ
ば二つの性質の文が合わさったような文なのです。
不思議だなと思いました。
　まとめてみますと、「太郎は明日大阪に行く予定だ
（予定です）」「首相は米の輸入を認める見込みだ
（見込みです）」「日本人は正月を祝う習慣だ（習
慣です）」という文は、動詞述語文と名詞述語文が
合わさったような文で、私は、人魚に似ているなと思
いました。人魚は上半身が人間、下半身は魚です
から、「人魚構文」と名付けようと思ったわけです。
　私はいろいろ先行研究を見て、日本語に関する
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文法研究をあれこれ調べたのですが、こういう例文
を扱った研究はありますが、「これは意味からみて
もおかしいのではないか。変わった文ではないか」
と指摘した人はいなかったようです。普段、何気なく
使っているから意識しなかったのでしょう。
　私は国立国語研究所で共同研究をしていて、
多数の言語学者に協力いただいています。扱って
いる地域は北米、中米、大洋州、アジア、アフリカ、
ヨー ロッパです。大洋州はハワイからニュ カーレドニ
アとオーストラリアまでを含みます。アジアは、もちろん
日本を含めて、シベリアから、中国、東南アジア、フィ
リピン、インドネシア、更に、中国からずっと西の方に
行って、満州語の仲間のシベ語やコーカサスの言
語など、更に、インドの言語までも含みます。その上
アフリカの言語とヨー ロッパの言語もあります。このよ
うに、いろいろな言語の専門家の方々に入っていた
だいて共同研究をしています。私が「日本語でこん
な変わった文がありますね」と調査を始めたら、なん
とほかの言語でもだんだん見つかってきました。
　人魚構文は今のところ、アジアとアフリカの20近く
の言語に見つかっています。アジアでは、まず日本
語の仲間の琉球語にあります。シベリアの方に行き
ますと、サハ語、コリャ クー語、ユカギール語、更に中
国語、モンゴル語、中国南部の少数言語、チベット
やインドの言語などにあったのですが、なんと日本の
すぐ近くのアイヌ語にもありました。今日はブガエワ
先生にお話をしていただきます。お隣の韓国語・朝
鮮語にもありました。金先生にお話しいただきます。
初めは、この人魚構文はアジアにしかない特殊な
言語、構文なのかと思っていましたら、はるか彼方
アフリカでも見つかりました。エチオピアです。今日
は河内先生に、エチオピアのシダーマ言語で見つ
かったことをお話しいただきます。
　実は今までお話しした言語は全部、日本語も含
めて、アイヌ語、韓国語・朝鮮語やモンゴル語など、
人魚構文が見つかった言語は、みんな述語が最
後に来る言語なのです。「花子が（主語）、本を買っ
た（述語）」という順番です。
  （45） 花子が　本を　買った。
　　　　　　　　 　  
　私は共同研究で、こういう構文は述語が最後に
来る言語にしか見つからないのかと思ったら、なん
と、述語が先頭に来る言語でも見つかりました。フィ
リピンのタガログ語です。タガログ語では、（45）の文
をいわば（46）のように言います。
  （46） 買った　花子が　本を。
　今日はタガログ語については片桐先生にお話し
いただきます。
◆まとめ
　今日どのようなことをお話ししたかと申しますと、ま
ず、日本語教育の方法、具体的にはアメリカの語学
学校で用いた方法が、なんとハワイやニュージ ラー
ンドの少数民族の言語の再活性化運動に役立っ
ていることをお話ししました。それから、所有表現を
例に取って、外国語から見ることで日本語の理解
が深まることをお話ししました。最後に、日本語から
見ると外国語の理解が深まる例として、はじめに所
有表現の例を挙げて、次に人魚構文のお話をしま
した。このあとほかの講師の先生方が、それぞれ
の言語について詳しくお話をしてくださると思いま
す。どうもご清聴ありがとうございました。
述部
述部
